
グ
ァ
ダ
ラ
ハ
ラ

(

メ
キ
シ
コ
）

四
千
五
百
名
削
減

２
０
０
７
年
３
月
期
３
５
０

億
円
も
の
巨
額
の
赤
字
を
出
し

た
日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
レ
ー

ジ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
社
は
日
立

が
買
収
し
た
旧
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
全

世
界
に
所
有
し
て
い
た
Ｈ
Ｄ
Ｄ

部
門
１
０
事
業
所
の
内
、
メ
キ

シ
コ
（
グ
ァ
ダ
ラ
ハ
ラ
）
事
業

所
を
２
０
０
８
年
６
月
を
め
ど

に
閉
鎖
・
撤
退
を
22
日
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

全
世
界
の
従
業
員
、
４
万
名

の
11
％
約
５
千
名
の
人
員
削
減
、

こ
れ
に
よ
り
４
億
ド
ル
節
減
で

き
る
と
し
、
メ
キ
シ
コ
現
地
の

従
業
員
約
４
千
五
百
名
、
今
後

の
処
遇
に
つ
い
て
現
地
の
関
係

者
と
協
議
に
入
る
と
し
て
い
ま

す
。
サ
ン
ノ
ゼ
本
社
は
南
米
・

メ
キ
シ
コ
を
安
い
労
働
力
の
供

給
元
と
し
て
利
用
し
て
き
ま
し

た
。事
情
が
変
わ
っ
た
か
ら
と
閉

鎖
・
撤
退
は
現
地
を
無
視
し
た

施
策
、
最
近
の
「
ラ
テ
ン
ア
メ

「
い
ざ
な
ぎ
を
超
え
た
景
気

家
計
に
も
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
闘
わ
れ
た
２
０
０
７
年
春

闘
、
要
求
ベ
ア
２
、
０
０
０
円

一
時
金
５
ヶ
月
に
対
し
、
日

立
製
作
所
ベ
ア
５
０
０
円

賃

金
体
系
是
正
分
３
０
０
円
、
一
時
金
４
・

７
ヶ
月
１
４
０
万
９
０
６
０
円

日
立

Ｇ
Ｓ
Ｔ
ベ
ア
５
０
０
円

是
正
分
３
０

０
円
、
一
時
金
４
・
１
ヶ
月

１
２
６

万
１
５
８
０
円
の
回
答
で
、
い
ず
れ
も

職
場
討
議
が
始
ま
り
ま
す
。
日
立
Ｃ
Ｐ

は
３
／
23
現
在
交
渉
中
の
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
▼
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
（
電
）

が
昨
年
実
施
し
た
「
生
活
実
態
調
査
」

で
も
各
階
層
と
り
わ
け
年
齢
層
が
高
い

ほ
ど
生
活
の
厳
し
さ
が
で
て
い
ま
す
。

賃
金
の
増
加
が
な
い
中
、
税
金
や
社
会

保
険
料
の
負
担
だ
け
み
て
も
、
年
収
５

０
０
万
円
ク
ラ
ス
５
年
間
で
約
１
５
万

円
も
負
担
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
他
、

教
育
・
医
療
等
の
固
定
費
を
加
え
る
と
、

可
処
分
所
得
（
使
え
る
お
金
）
の
低
下

は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
▼
６
月
よ

り
定
率
減
税
の
全
廃
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

月
約
３
０
０
０
円
も
の
負
担
増
に
な
り

ま
す
。
こ
の
程
度
の
賃
上
げ
で
は
焼
け

石
に
水
、
更
に
使
え
る
お
金
が
目
減
り

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
▼
日
立
は
07

年
３
月
期
決
算
当
期
純
利
益
（
損
失
）

５
５
０
億
円
と
発
表
し
ま
し
た
。
し
か

し
日
立
の
内
部
留
保
（
隠
し
利
益
）
は

１
兆
５
千
億
と
同
業
他
社
と
比
べ
、
け

た
違
い
の
巨
費
を
蓄
え
て
い
ま
す
▼
組

合
員･

従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
る
に
は
日
々
の
生
活
に
耐
え
う
る

賃
金
の
保
障
が
な
ん
と
し
て
も
必
要
で

す
。
加
え
て
、
職
場
に
は
多
く
の
派
遣

社
員･

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
々

が
働
い
て
い
ま
す
。
彼
ら
未
組
織
の
仲

間
の
た
め
に
も
し
っ
か
り
と
し
た
賃
上

げ
が
必
要
で
す
。
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メンタルヘルスを生みだす働き方が問われる

精神疾患をもつ人を対象とした月刊誌｢メンタルヘルスマガジン」が創刊され

る時代。過労死、ニート等と同様、社会問題となっています。

メンタルヘルスでの休職者が一定以上の数で推移して、改善されない実態がみ

られます。周辺でもひっそりと退職していく人がみうけられます。

メンタルヘルスへの対応はまったなし、具体的な対策が求められています。

湘南の海

リ
カ
か
ら
の
警
告
」
を
受
け
る

予
感
が
し
ま
す
。

事
業
再
編
始
ま
る

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
駆
動
装
置

（
Ｈ
Ｄ
Ｄ
）
の
パ
ー
ツ
は
大
き

く
分
け
て
記
録
・
記
憶
す
る
デ
ィ

ス
ク
（
メ
デ
ィ
ア
）
、
そ
れ
を

読
み
取
り
・
書
き
込
む
ヘ
ッ
ド
、

そ
の
両
方
を
高
度
に
組
み
込
ん

だ
、
名
刺
大
か
ら
弁
当
箱
サ
イ

ズ
の
ボ
ッ
ク
ス
に
組
み
込
む
技

術
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

デ
ィ
ス
ク
（
メ
デ
ィ
ア
）
の

研
究
開
発
は
サ
ン
ノ
ゼ
・
生
産

は
深
セ
ン
、
読
み
書
き
用
ヘ
ッ

ド
の
ウ
ェ
ハ
・
ス
ラ
イ
ダ
加
工

技
術
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
小
田
原

に
集
約
、
生
産
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

車
搭
載
の
２
・
５
イ
ン
チ
Ｈ
Ｄ

Ｄ
は
タ
イ
で
の
生
産
と
な
り
ま

す
。

小
田
原
二
百
名
転
籍

デ
ィ
ス
ク
の
生
産

深
セ
ン
で

デ
ィ
ス
ク
（
メ
デ
ィ
ア
）
の

生
産
は
中
国
深
セ
ン
に
完
全
移

Ｈ
Ｄ
Ｄ
事
業

ア
ジ
ア
に
集
約

メ
キ
シ
コ
か
ら
撤
退

同
じ
日
立
労
組
の
組
合
員

系
列
子
会
社
の
悲
哀

日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
は
０
６
年
に
つ
づ
き
０
７
年
の
春
闘
も
ベ

ア
要
求
の
春
闘
と
な
り
ま
し
た
。

交
渉
に
あ
た
っ
て
は
日
立
労
組
が
全
面
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
の
日
立
本
体
並
の
扱
い
だ
が
、
回
答
は
一
日
遅
れ
、

一
時
金
は
本
体
よ
り
０
・
６
ヶ
月
ダ
ウ
ン
、
日
立
グ
ル
ー

プ
の
赤
字
の
責
任
を
と
れ
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
回
答
で
す
。

会
社
分
割
法
に
よ
っ
て
無
理
や
り
系
列
会
社
化
さ
れ
、

賃
金
水
準
は
た
と
え
業
績
が
よ
く
と
も
本
体
を
上
ま
わ
ら

な
い
、
古
い
日
立
の
体
質
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ひろば掲載URL http://www.hitachikon.net/hiroba

管
す
る
の
に
伴
い
、
小
田
原
で

の
デ
ィ
ス
ク
は
今
年
度
中
に
生

産
を
停
止
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
約
２
０
０
名
が
他
事
業
所
や

日
立
グ
ル
ー
プ
へ
の
異
動
が
伝

え
ら
れ
、
関
連
職
場
で
は
「
ど

う
な
る
の
だ
…
」
と
不
安
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

藤
沢
事
業
所
で
も
パ
イ
ロ
ッ

ト
生
産
を
主
と
し
、
海
外
で
の

生
産
支
援
が
中
心
と
な
り
生
産

規
模
の
縮
小
、
こ
ち
ら
も
人
員

削
減
の
不
安
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

ま
す
。

日立
ＧＳＴ

Ｉ
Ｂ
Ｍ
会
社
分
割
法
裁
判

５
月
に
判
決

２
０
０
３
年
会
社
分
割
法
に
よ
っ
て
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か

ら
日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
に
転
籍
さ
せ
ら
れ
た
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
の
組
合

員
が
会
社
分
割
法
に
異
議
を
唱
え
提
訴
し
た
裁
判
の
最

終
陳
述
が
終
わ
り
結
審
。
５
月
に
判
決
を
む
か
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

「
現
代
の
人
身
売
買
」
働
く
者
の
同
意
が
な
く
と
も

転
籍
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
会
社
分
割
法
に
た

い
し
て
、
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を
す
る
の
か
注

目
さ
れ
ま
す
。


